
六資

・
平
城
京
二
条
大
路

・

左
京
二
条
二
坊
十
二
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町
二
六
六
番
地
の
一
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
水
道
局
庁
舎
建
設
予
定
地
発
掘
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
崎
卓
哉

。
中
井
　
公

・
篠
原
豊

一

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
で
は
二
条
大
路
と
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
の

南
西
の
一
画
に
相
当
す
る
。
付
近
は
、
平
城
京
域
の
通
常
の
例
に
違
わ
ず
、
条

坊
の
痕
跡
を
よ
く
水
田
畦
畔
に

残
し
て
お
り
、
周
辺
の
小
字
名

は

「
五
双
田
」
で
あ
る
。
調
査

は
奈
良
市
水
道
局
庁
舎
建
設
に

先
立
ち
実
施
し
た
も
の
で
、
発

掘
面
積
は
約
二
一
〇
〇
ポ
で
あ

ヱつ
。調

査
の
結
果
、
検
出
し
た
主

な
遺
構
に
は
二
条
大
路
と
そ
の

北
側
溝
、
築
地
、
建
物
、
柵
、
井
戸
、
池
、
溝
な
ど
が
あ
る
。
発
掘
区
か
ら
は

膨
大
な
量
の
遺
物
が
出
上
し
、
そ
の
総
量
は
遺
物
収
納
箱
約
八
〇
〇
箱
に
及
ぶ
。

築
地
に
よ
り
周
囲
を
画
さ
れ
る
十
二
坪
は
、
建
物
な
ど
の
配
置
か
ら
、
坪
内

を
分
割
す
る
こ
と
な
く

一
町
全
体
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
遺
構
の

変
遷
は
五
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
一
生

一期
に
は
坪
中
央
に
総
柱
の

大
型
建
物
が
め
ぐ
り
、
坪
南
辺
に
は
そ
の
付
属
棟
か
と
考
え
ら
れ
る
建
物
が
整

然
と
建
ち
並
が
。
三

。
四
期
に
は
坪
中
央
の
大
型
建
物
は
な
く
な
る
が
、
柵
で

画
さ
れ
る
南
辺
に
は
建
物
が
依
然
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
五
期
に
な
る
と
、

建
物
は
小
型
化
し
坪
全
体
に
散
在
す
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
木
簡
は
こ
れ
ら
の
遺
構
の
う
ち
二
条
大
路
北
側
溝
、
十
二
坪
内
部
の

井
戸
Ｓ
Ｅ

一
〇
か
ら
計
四

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
二
条
大
路
北
側
溝
は
、

平
城
官
南
面
で
は
そ
の
外
濠
を
も
か
ね
る
水
路
で
あ
る
が
、
今
回
の
発
掘
区
内

で
は
幅
三

。
Ｏ
ｍ
内
外
、
深
さ

一
。
Ｏ
ｍ
内
外
の
素
掘
り
の
溝
と
な
る
。
東
西

二
五
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
溝
に
は
少
な
く
と
も

一
回
の
改
修
の
跡
が
み
ら
れ
る

が
、
特
に
護
岸
の
た
め
の
施
設
は
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
大
路
側

へ
大
き
く
氾

濫
し
路
面
が
浸
蝕
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
、
こ
の
浸
蝕
さ
れ
た
部
分
の
堆
積
土

中
か
ら
出
上
し
た
も
の
と
、
そ
の
後
に
改
修
さ
れ
た
溝
内
の
堆
積
土
か
ら
出
土

し
た
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
簡
取
り
上
げ
の
際
に
は
前
者
を
Ａ

区
出
土
、
後
者
を
Ｂ
区
出
土
と
表
示
し
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
二
条
大
路
の
南

北
両
側
溝
は
、
付
近
の
地
形
か
ら
東
か
ら
西
へ
向
う
水
流
が
考
え
ら
れ
、
さ
ら

に
、
調
査
地
の
す
ぐ
西
を
南
流
す
る
現
在
の
菰
川
の
位
置
が
大
き
く
は
変

っ
て

(奈良)



い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
今
回
出
上
し
た
木
筒
が
調
査
地
よ
り
西
側
で
廃
棄
さ

れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
木
簡
は
十
二
坪
、
あ
る
い
は
そ

の
東
側
の
十
三
坪
で
廃
棄
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。　
一
方
、
Ｓ
Ｅ

一

〇
は
、
径
約

一
・
二
ｍ
、
深
さ
約

一
・
六
ｍ
の
掘
形
を
も
つ
井
戸
。
井
戸
枠
は

残
存
し
な
い
。
木
簡

一
点
と
と
も
に
、
土
器
編
年
の
平
城
官
Ш
期
に
相
当
す
る

土
器
が
出
上
し
た
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
出
上
し
た
他
の
遺
物
の
中
で
、
特
徴
的
な
も
の
と
し

て
、
三
彩
平
瓦
、
「
相
撲
所
」

「
相
撲
」
「
左
相
僕
」
「
左
士
」
「
上
番
」
な
ど
と

墨
書
さ
れ
た
土
器
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
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大
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薄
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天
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日
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〔汁
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文
選
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十

×
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郡
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□
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□
□
七
年
×
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上
郡
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×
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×
□
□
□
御
司

。
×
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【土ロ
カ
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⑬
　

・
×
□
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三
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×
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×
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×

⑩
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郡
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×
日
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・
×
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七
日
×
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×
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力
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ド
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「
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馬
寮

×
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え
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（
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μ
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〇
）
×
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μ

」

中
『
や

×

∞
］

×

ヽ

　

Ｏ
ω
∞

・
＜
　
　
□
□
　
天
天
　
」

井
戸
Ｓ
辺
【
Ｏ

働
　
。
「
越
一学剛
国
日
標
爺
響
賄
畔
里
」

名
庸
舟
木
マ
申
　
一ハ
斗
　
」

（μ『∞）
〉〈］伽
〉〈卜　　〇∞〕　　　　柄烈

μ
『
∞

×

中
学
Ｘ

ヽ

　

〇
〓

遠
江
、
備
中
、
淡
路
、
阿
波
な
ど
か
ら
の
貢
進
物
付
札
の
う
ち
年
紀
の
あ
る

も
の
は
、
い
ず
れ
も
天
平
十
年
の
も
の
。
ω
は
今
回
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
唯

一
官
司
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
不
可

能
な
も
の
十
五
点
が
あ
る
。
な
お
、
木
簡
解
読
に
あ
た
っ
て
は
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
御
指
導
と
御
協
力
を
得
た
。

記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（西
崎
卓
哉
）

平城京二条二坊十二坪構配置図

二条大路北側濤




